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NEW

◉
今
月
の
焦
点
１　

成
年
後
見
制
度
を
ご
存
知
で
す
か

今
、
市
内
で
は
、
認
知
症
や
障
が
い
な
ど
で
、

一
人
で
正
し
い
判
断
が
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
、

生
活
に
不
安
を
感
じ
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
人
を
、
家
庭
裁
判
所
の
監
督
の
も
と
、

法
的
に
支
援
す
る
制
度
が
「
成
年
後
見
制
度
」
で
す
。

市
で
は
、
地
域
福
祉
の
推
進
に
向
け
て
、

「
市
民
後
見
人
」
の
養
成
や
支
援
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
後
ま
す
ま
す
必
要
と
さ
れ
る

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
高
齢
福
祉
課
・
障
が
い
福
祉
課

法
定
後
見
制
度

成年後見制度って？
判断能力が不十分になっても

安心して暮らし続けられるまちへ

　
家
庭
裁
判
所
か
ら
選
任
さ
れ
、

判
断
能
力
の
不
十
分
な
人
を
保
護

し
、
支
援
す
る
の
が
成
年
後
見
制

度
で
す
。
こ
の
制
度
は
、
大
き
く

分
け
る
と
法
定
後
見
制
度
と
任
意

後
見
制
度
の
２
つ
が
あ
り
ま
す
。

　　
す
で
に
判
断
能
力
が
失
わ
れ
て

い
る
、
も
し
く
は
低
下
し
て
い
る

場
合
に
裁
判
所
の
手
続
き
に
よ
り

援
助
者
を
選
任
し
て
も
ら
う
の
が
、

法
定
後
見
制
度
で
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で

　
現
在
、
市
内
に
は
認
知
症
高
齢

者
が
約
５
０
０
０
人
い
る
と
推
計

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
知
的
障
が
い
者
や
精
神

障
が
い
者
の
地
域
移
行
（
自
ら
が

選
択
し
た
地
域
で
、
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
や
資
源
を
利
用
し
、
安
心
し

た
地
域
生
活
を
送
れ
る
よ
う
確
保

す
る
こ
と
）
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
判
断
能
力
が
不
十
分

と
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
見
守
り
、
支
援
す
る
必
要

性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

任
意
後
見
制
度

　
将
来
、判
断
能
力
が
衰
え
た
時
に

備
え
、
あ
ら
か
じ
め
援
助
者
（
任
意

後
見
人
）を
決
め
て
お
く
制
度
で
す
。

制
度
の
利
用
者
は

21
万
人
以
上

　
現
在
、全
国
で
21
万
人
以
上
の
人

が
制
度
を
利
用
し
て
い
ま
す
。昨
年

一
年
間
で
は
、
全
国
で
約
３
万
６
０

０
０
件
、
府
内
で
約
３
０
０
０
件
の

申
立
て
が
あ
り
ま
し
た
。

　
市
内
で
も
こ
れ
ま
で
に
約
１
８
０

人
の
成
年
後
見
人
な
ど
が
選
任
さ
れ
、

増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

■
成
年
後
見
人
の
主
な
仕
事

◉
不
動
産
や
預
貯
金
、
年
金
な
ど

の
財
産
を
管
理
し
、
必
要
な
支
払

い
や
生
活
費
を
本
人
に
届
け
る

◉
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
入
所
な

ど
に
関
す
る
契
約
、
入
院
の
手
続

き
な
ど
を
行
う

※
食
事
の
世
話
や
介
護
な
ど
は
行

い
ま
せ
ん
。
ま
た
医
療
行
為
の
同

意
な
ど
も
で
き
ま
せ
ん
。

制
度
を
利
用
す
る
に
は

　
本
人
が
住
ん
で
い
る
地
域
を
管

轄
す
る
家
庭
裁
判
所
（
本
市
の
場

今
は
元
気
だ
け
ど
、
将
来
自

分
が
認
知
症
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
ら
、家
族
に
迷
惑
を
か
け

る
の
で
は
な
い
か
？ 

今
の
う

ち
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
。

遠
方
に
住
む
認
知
症
の
親
が
、

訪
問
販
売
で
必
要
の
な
い
高

額
な
商
品
を
購
入
し
て
し
ま

っ
た
。

子
ど
も
に
障
が
い
が
あ
り
、
自

分
た
ち
に
何
か
あ
っ
た
と
き
に
、

財
産
を
管
理
で
き
る
か
心
配
。

心
配
な
い
で
す
よ

大
丈
夫
！

あ
り
が
と
ね
…

合
は
大
阪
家
庭
裁
判
所
堺
支
部
）

に
申
立
て
を
行
い
ま
す
。

　
申
立
て
は
、
本
人
・
配
偶
者
・
四

親
等
内
の
親
族
が
行
え
ま
す
。
費

用
は
印
紙
代
な
ど
で
約
１
～
２
万

円
で
、
本
人
の
判
断
能
力
を
鑑
定

す
る
費
用
（
約
５
～
10
万
円
程
度
）

が
必
要
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
身
寄
り
が
な
い
な
ど
の

理
由
で
申
立
て
を
す
る
人
が
い
な

い
場
合
に
は
、
市
長
が
申
立
て
を

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

後
見
人
と
は

　
家
庭
裁
判
所
で
は
、
本
人
の
た

め
に
ど
の
よ
う
な
保
護
や
支
援
が

必
要
か
な
ど
を
考
慮
し
て
ふ
さ
わ

し
い
人
を
後
見
人
に
選
任
し
ま
す
。

①
親
族
後
見
人

　
本
人
の
配
偶
者
、
子
、
孫
な
ど

の
親
族
か
ら
選
任
さ
れ
ま
す
。

②
専
門
職
後
見
人

　

弁
護
士
や
司
法
書
士
な
ど
の
法

律
の
専
門
職
、
社
会
福
祉
士
な
ど
の

福
祉
の
専
門
職
な
ど
か
ら
選
任
さ
れ

ま
す
。

③
市
民
後
見
人

　
①
②
以
外
で
、
地
方
自
治
体
が

行
う
養
成
研
修
を
受
講
し
て
、
一

定
の
知
識
や
技
術
を
身
に
付
け
た

人
か
ら
選
任
さ
れ
ま
す
。

参考資料１



45 広報かわちながの●令和元年（2019）６月号 市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶

左から田中 繁さん、盛よし美さん、田所誠二さん

需
要
の
高
ま
り
か
ら

　
年
々
、
成
年
後
見
制
度
の
ニ
ー

ズ
は
高
ま
っ
て
お
り
、
専
門
職
や

親
族
だ
け
で
対
応
す
る
こ
と
が
難

し
く
、
成
年
後
見
人
な
ど
の
担
い

手
不
足
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　
そ
こ
で
、
市
で
は
、
権
利
擁
護

の
充
実
と
地
域
福
祉
の
推
進
の
観

点
か
ら
、
新
た
な
担
い
手
と
し
て

「
市
民
後
見
人
」の
養
成
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
本
市
で
は
８
人
が
市
民

後
見
人
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
お
り
、

そ
の
う
ち
３
人
が
市
民
後
見
人
に

選
任
さ
れ
活
動
し
て
い
ま
す
。　

こ
と
を
す
る
の
か
、
も
っ
と
知
り

た
い
と
思
い
、参
加
し
ま
し
た
。活

動
を
通
じ
て
、
社
会
に
は
助
け
が

必
要
な
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
、

今
後
さ
ら
に
増
え
て
い
く
こ
と
を

知
り
、
様
々
な
ケ
ー
ス
で
手
を
差

し
伸
べ
る
方
法
が
あ
る
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

　
地
域
で
は
、
助
け
の
手
が
ま
だ

ま
だ
足
り
ま
せ
ん
。
後
見
人
と
聞

く
と
身
構
え
て
し
ま
い
そ
う
で
す

が
、
難
し
く
考
え
ず
、
ま
ず
は
一

歩
踏
み
出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
何
ら
か
の
形
で
地
域
社
会
に
関

わ
る
こ
と
が
、
自
分
の
健
康
に
も

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

笑
顔
と
の
出
会
い
を

や
り
が
い
に

市
民
後
見
人　

盛
よ
し
美
さ
ん

　
広
報
紙
で
養
成
講
座
の
情
報
を

見
て
、
今
の
う
ち
に
後
見
人
の
こ

と
を
勉
強
し
て
お
け
ば
自
分
に
も

役
立
つ
と
思
い
受
講
し
ま
し
た
。

　
週
に
１
回
、
訪
問
し
て
話
を
聞

き
ま
す
が
、
気
持
ち
を
す
べ
て
理

解
す
る
の
は
難
し
く
、
支
援
者
か

ら
も
日
ご
ろ
の
様
子
を
聞
く
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
ご
本
人
ら
し
く

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に

も
、
周
り
の
様
々
な
関
係
機
関
や

支
援
者
と
の
情
報
交
換
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。

　
ご
本
人
の
笑
顔
を
見
る
と
ほ
っ

と
し
ま
す
。
表
情
や
し
ぐ
さ
で
気

持
ち
を
く
み
取
る
こ
と
が
で
き
た

時
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

こ
の
活
動
を

も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い

市
民
後
見
人　

田
所
誠
二
さ
ん

　
私
が
後
見
し
て
い
る
人
は
入
院

し
て
い
る
の
で
、「
オ
ム
ツ
」
を
つ

け
た
場
合
に
費
用
が
多
額
に
な
る

こ
と
が
目
下
の
課
題
で
す
。

　
週
に
１
回
の
訪
問
で
、
ご
本
人

か
ら
「
今
日
も
あ
り
が
と
う
」
の

一
言
を
い
た
だ
い
た
と
き
は
本
当

に
う
れ
し
く
感
じ
ま
す
。

　
市
民
後
見
人
の
活
動
は
一
般
的

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
は
異
な

り
、「
権
利
擁
護
」
が
主
な
内
容
で
、

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。

　
養
成
講
座
を
修
了
し
て
も
、
す

ぐ
に
選
任
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い

の
で
す
が
、
超
高
齢
社
会
に
向
け
、

必
ず
必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

実
務
で
は
専
門
職
や
行
政
の
支
援

が
あ
る
の
で
、
社
会
貢
献
に
意
欲

の
あ
る
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ぜ
ひ

参
加
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　
市
民
後
見
人
に
な
る
に
は
、
市

と
大
阪
府
社
会
福
祉
協
議
会
が
連

携
し
て
行
う
市
民
後
見
人
養
成
講

座
を
受
講
し
、
市
民
後
見
人
バ
ン

ク
に
登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
民
後
見
人
養
成
講
座

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　
8
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
市
民

後
見
人
養
成
講
座
（
令
和
２
年
３

月
ま
で
に
13
日
間
で
主
に
土
曜
日

に
開
催
）
を
受
講
す
る
に
は
、
左

記
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

参
加
が
必
要
で
す
。

対
象　
25
歳
～
69
歳
で
市
内
在
住

か
在
勤
者

  ◉今月の焦点 1　成年後見制度をご存知ですか

地
域
と
の
関
わ
り

貢
献
の
ひ
と
つ
と
し
て

　
市
民
後
見
人　

田
中
繁
さ
ん

　
定
年
後
、
時
間
に
余
裕
が
で
き

た
こ
ろ
、
義
父
の
介
護
に
関
わ
っ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
福
祉
に
興

味
を
持
ち
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
、
ど
ん
な

Ｑ
報
酬
は
？

　
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

た
だ
し
、
活
動
経
費
は
被
後
見
人

の
財
産
か
ら
支
払
わ
れ
ま
す
。

Ｑ
ど
ん
な
人
を
後
見
す
る
の
？

　
多
額
の
財
産
が
無
く
、
親
族
と

の
係
争
や
虐
待
が
無
い
な
ど
、
複

雑
な
専
門
知
識
を
必
要
と
し
な
い

人
を
担
当
し
ま
す
。

Ｑ
任
期
は
？

　
基
本
的
に
は
被
後
見
人
が
亡
く

な
る
ま
で
。
た
だ
し
、
市
外
へ
転

居
や
後
見
人
の
体
調
不
良
な
ど
に

よ
り
交
代
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
の
？

　
市
や
大
阪
府
社
会
福
祉
協
議
会
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）

の
ほ
か
、
よ
り
専
門
的
な
こ
と
は
、

弁
護
士
・
司
法
書
士
・
社
会
福
祉

士
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

き
め
細
や
か
な
支
援

　
市
民
後
見
人
は
、
地
域
の
こ
と

を
よ
く
知
り
、
生
活
者
の
目
線
で
、

き
め
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ

て
い
ま
す
。
被
後
見
人
も
、
家
族

に
近
い
形
で
寄
り
添
っ
て
も
ら
え

る
人
が
い
れ
ば
安
心
で
す
。

　
そ
こ
で
現
在
、
市
内
で
活
躍
す

る
３
人
の
市
民
後
見
人
の
み
な
さ

ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

身近な存在の
市民後見人

後見制度の新たな担い手

市民後見人に
なってみませんか

市
民
後
見
人
Ｑ
＆
Ａ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

と
き　
６
月
８
日
㈯
午
後
２
時
～

４
時

と
こ
ろ　
キ
ッ
ク
ス

※
６
月
～
７
月
に
府
内
の
他
会
場

で
も
開
催
さ
れ
ま
す
▽
詳
細
は
府

社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

養
成
講
座
受
講
か
ら

市
民
後
見
人
の
活
動
へ
の
流
れ

相談機関を活用しましょう

●地域包括支援センター
　東部（☎52-0180）
　中部（☎55-3451）
　西部（☎56-6600）
●市社会福祉協議会（☎65-0133）
●高齢福祉課または障がい福祉課

家
庭
裁
判
所
か
ら
選
任

市
民
後
見
人
の
活
動
を
開
始

説
明
会

6月

研
修
終
了

市
民
後
見
人
バ
ン
ク
に
登
録

３月

市
に
家
庭
裁
判
所
か
ら

推
薦
依
頼
が
あ
り
調
整

バンク登録後

養
成
講
座
ス
タ
ー
ト

（
法
律
や
制
度
の
座
学
な
ど
＝
４
日
間
）

８月

実
務
研
修
（
裁
判
所
で
の
手
続

き
や
書
類
作
成
な
ど
＝
７
日
間
）

11月

施
設
研
修
（
認
知
症
の
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
＝
２
日
間
）

１月

　
私
は
専
門
職
と
し
て
成
年

後
見
人
を
受
任
し
て
８
年
に

な
り
ま
す
。
現
在
、
市
内
で

は
６
人
の
方
を
後
見
人
と
し

て
支
援
し
て
い
ま
す
。
制
度

を
必
要
と
す
る
方
は
年
々
増

え
て
い
ま
す
が
、
専
門
職
後

見
人
に
は
継
続
的
に
報
酬
を

支
払
う
の
で
、
申
立
て
を
た

め
ら
っ
て
い
る
高
齢
者
も
多

い
と
思
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
よ
り
身
近
で
家

族
や
友
人
に
近
い
存
在
に
な

れ
る
、
市
民
後
見
人
は
貴
重

な
支
援
者
だ
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
今
年
の
４
月
か
ら
専

門
相
談
担
当
員
と
し
て
市
民

後
見
人
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
ま
す
。
他
市
の
話
で
す
が
、

あ
る
市
民
後
見
人
が
被
後
見

人
に
週
１
回
の
訪
問
を
続
け

て
い
た
と
こ
ろ
、
被
後
見
人

が
介
護
施
設
に
入
所
し
て
環

境
が
変
わ
り
、
会
話
も
成
り

立
た
な
く
な
っ
て
し
ま
い
支

援
が
大
変
だ
と
聞
き
、
市
民

後
見
人
を
よ
り
サ
ポ
ー
ト
す

る
体
制
の
充
実
が
必
要
で
は

な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

実
は
、
市
民
後
見
人
は
全

国
で
は
ま
だ
少
数
で
す
。
選

任
さ
れ
て
い
な
い
市
も
多
い

中
、
す
で
に
３
人
も
お
ら
れ

る
の
は
す
ご
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。市
民
の
一
人
と
し
て

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

高
齢
社
会
に
欠
か
せ
な
い
市
民
力

司
法
書
士　

赤
嶺 

和
弘
さ
ん

市民後見人を支える立場から
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英
語
力
を

高
め
る
た
め
に

　

私
が
今
ま
で
の
人
生
で
最

も
苦
労
し
た
こ
と
の
一
つ
は
英

語
力
の
習
得
で
し
た
。私
が
大

学
院
生
の
こ
ろ
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
も
電
子
辞
書
も
な
く
、

い
つ
も
厚
さ
５
㌢
程
度
の
英

和
辞
典
・
和
英
辞
典
の
2
冊

を
鞄
に
入
れ
、事
あ
る
た
び
に

辞
書
を
引
い
て
い
ま
し
た
。そ

の
甲か

斐い

あ
っ
て
、
30
歳
に
な
る

前
に
英
検
一
級
に
合
格
し
ま

し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、外
国
人
と

議
論
す
る
に
は
ま
だ
英
語
力

が
足
り
ず
、30
代
で
は
様
々
な

工
夫
と
努
力
で
英
語
力
に
磨

き
を
か
け
、40
歳
に
な
る
前
に

は
、
留
学
生
を
相
手
に
講
義

型
だ
け
で
な
く
、議
論
型
の
英

語
授
業
も
行
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
今
で
も

ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
は
半
分
ぐ
ら

い
し
か
聞
き
取
れ
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
こ
れ
か
ら
は
、
世
界

を
相
手
に
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
の

時
代
で
す
。英
語
が
話
せ
れ
ば
、

20
億
人
近
く
の
人
々
と
話
せ

ま
す
。語
学
を
習
得
す
る
に
は
、

若
け
れ
ば
若
い
ほ
ど
効
果
が

あ
り
ま
す
。日
本
で
は
普
段
の

生
活
で
英
語
を
使
う
こ
と
は

ま
れ
で
す
の
で
、
子
ど
も
た
ち

に
英
語
に
興
味
を
持
っ
て
も

ら
う
機
会
を
作
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。そ
こ
で
英
語
村
で
す
。

　
韓
国
や
台
湾
で
は
、様
々
な

形
態
で
英
語
村
が
作
ら
れ
ま

し
た
。
日
本
で
も
、東
京
都
英

語
村
を
は
じ
め
、
大
阪
英
語

村
や
近
畿
大
学
英
語
村
な
ど

が
存
在
し
、
本
市
も
小
規
模

な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材

育
成
に
向
け
、
英
語
村
事
業

を
始
め
ま
す
。み
な
さ
ん
ご
期

待
く
だ
さ
い
。

河
内
長
野
市
長　

島
田
智
明

市
長
コ
ラ
ム

　グローバル時代を迎え、世界的視野で多様な 　　　　価値観を持つ人々と協働し、
社会課題の解決に向けて取り組むことができる 　　　　人材の育成が課題となっています。
本市でも、グローバル化に対応する人材育成を 　　　　目指し、学校内外において英語村を始めます。

Come and join us!
どんどん参加してね！

①Let's speak English!
　英語を話しましょう！
②Let's enjoy English together!
　一緒に英語を楽しみましょう！

あいっくで開村する「こどもえいご村」
対象　４～５歳児（幼児クラス）、小学１～
２年生（低学年クラス）
とき　９月 22 日㈰、11 月 24 日㈰、１月
26 日㈰、２月 22 日㈯▷時間は午後１時 30
分～２時 20 分（幼児クラス）、午後２時 35
分～３時 25 分（低学年クラス）
※申し込みなど詳細は今後の広報紙でお知ら
せします。

キックスで開村する英語村
対象　小学３～６年生
とき　７月７日㈰、８月４日㈰、９月１日㈰、
10 月６日㈰、11 月 10 日㈰▷時間は午後１
時 30 分～２時 20 分（小学３～４年生クラ
ス）、午後３時～３時 50 分（小学５～６年
生クラス）
定員　各 20 人（先着順）
申込　6 月５日から電話またはメール（office@
kifa-web.jp ▷住所、氏名、電話番号を記入）
で国際交流協会（☎ 54-0002）へ
※複数回分について申し込み可。

英語村フェスタ 2019
　英語村を広く知ってもらうために、子ど
もからおとなまで楽しめるイベントを開催。
クッキング、ロボット製作、えんにち、工作
遊びなど楽しい講座が満載です。
とき　８月 25 日㈰午後１時～４時 30 分
ところ　キックス
※申し込みなど詳細は本紙 7 月号でお知らせ
します。

　国内にいながら外国とほぼ同じ環境で英語学習できる
場を英語村といいます。基本的に日本語禁止。英語のみ
で外国人講師とコミュニケーションを行います。
　現在、グローバル化の進展とともに、全国に広がりつ
つありますが、その形態は地域によって様々です。

　令和２年度から、小学校で英語が教科化されるのに先
立ち、本市では市立小学校、あいっくやキックスなどの
公共施設でネイティブ講師による参加体験型の英語村を
開村します。単に『英語を学ぶ場』ではなく『英語でコミュ
ニケーションを楽しむ場』として位置づけています。歌、
ゲーム、身体遊び、劇などの体験を通じて、楽しい活動
と英語を結びつけることにより、無理なく楽しみながら
英語が身につくことを目指しています。

■地域連携型英語村
　あいっくとキックスで開村する「地域連携型
英語村」。地域の人の協力を得て、地域一体と
なって実施する英語村です。
　あいっくでは、幼児（４歳児・５歳児）と小
学１・２年生を対象として年間６回、キックス
では、小学３・４年生と小学５・６年生を対象
として年間５回実施します。それぞれの発達段
階に応じて、メニューを工夫し、みんなが楽し
める英語村を目指します。
■モバイル英語村
　各小学校で開村する「モバイル英語村（※）」。
特定の場所に英語村が存在するのではなく、各
小学校に、順番にネイティブ講師が数名訪問
することにより、Ａ小学校からＢ小学校へと
英語村が移動していく仕組みとなっています。
※モバイル＝「移動可能な・可動性の」という意味。
　児童は学校に居ながらにして英語村を体験で
きます。最大８人の児童のグループに１人のネ
イティブ講師がつくことにより、児童１人ひと
りに、英語でコミュニケーションをとる機会が
確保されます。英語が伝わる喜びを感じること
で、学習意欲の向上が期待されます。

■学校に教材を整備
　小学校に英語カード・ポスター・英語カルタなどの教
材を整備し、中学校に英検などの教材を整備します。
■英検の公費受験の実施
　英語力・学習意欲の向上を図るため、英検の受験
を希望する生徒に対し、検定料を市が負担します。
対象　中学３年生の希望者　　
とき　（１次）10 月５日㈯、（２次）11 月３日㈷
実施級　英検３級程度　　　　
■指導法（小学校）の調査研究
　民間の英語検定試験（GTEC Junior2 ）を活用し、
児童の英語コミュニケーション能力の把握・分析を行
い、指導改善に活かします。
対象　小学６年生の一部　　　　　　　
とき　11 月～ 12 月の期間のうちの１日

What's English Village?
英語村って？

２種類の英語村を開村 今年度の新たな取り組み

英語を楽しもう！！

～本市英語村の２つのルール～

�教育指導課または教育総務課

Try English！
英語を体験!

　子どもたちに、幼児期から英語に触れる機会を提
供し、中学校卒業段階までに英語で臆せず自分の考
えや意見を表現し、伝え合うことのできる力を育成
したいと考えています。
　幼児から大人まで、みなさんに楽しんでもらえる
よう、さまざまな企画を計画しています。ご参加お
待ちしています。

さらなる英語教育の充実のために

世界に羽ばたく人材を
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その他 安全安心

安
全
安
心

寺
ケ
池
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

配
布
・
公
開
し
て
い
ま
す

　
寺
ケ
池
は
耐
震
診
断
の
結
果
、

決
壊
は
し
ま
せ
ん
が
、
万
が
一
決

壊
し
た
場
合
の
最
大
の
浸
水
範
囲

を
示
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま

す
の
で
、
災
害
時
の
避
難
行
動
な

ど
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

※
市
役
所
で
も
配
布
し
て
い
ま
す

▽
浸
水
範
囲
の
該
当
地
区
で
説
明

を
希
望
す
る
自
治
会
な
ど
は
左
記

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�
農
林
課

梅
雨
や
台
風
に
備
え
て

　
長
雨
や
集
中
豪
雨
で
、
が
け
崩

れ
や
土
石
流
な
ど
の
土
砂
災
害
が

発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
被

害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
に
は

一
人
ひ
と
り
の
行
動
が
大
切
で
す
。

適
切
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
停
電
や
夜
間
の
避
難
に
備
え
、

懐
中
電
灯
や
携
帯
ラ
ジ
オ
の
準
備
、

点
検
を
行
う
。

◎
避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
把
握

し
、高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
人
の

い
る
家
庭
で
は
安
全
な
避
難
方
法

と
具
体
的
な
行
動
を
考
え
て
お
く
。

◎
大
雨
時
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の

気
象
情
報
に
注
意
し
、
避
難
勧
告

な
ど
の
避
難
情
報
が
発
令
さ
れ
た

ら
適
切
な
避
難
行
動
を
行
う
。

◎
自
宅
周
辺
や
避
難
経
路
上
で
、

が
け
崩
れ
や
土
石
流
の
発
生
す
る

恐
れ
の
あ
る
危
険
な
場
所
を
事
前

に
把
握
し
て
お
き
、
身
の
危
険
を

感
じ
た
時
は
早
め
に
避
難
す
る
。

◎
Ｎ
Ｈ
Ｋ
デ
ー
タ
放
送
（
リ
モ
コ

ン
の
ｄ
・
デ
ー
タ
連
動
な
ど
の
ボ

タ
ン
を
押
す
）
で
気
象
情
報
や
避

難
所
情
報
な
ど
を
確
認
す
る
。

※
大
雨
な
ど
の
と
き
に
、
防
災
行

政
無
線
の
内
容
が
よ
く
聞
き
取
れ

な
か
っ
た
場
合
に
は
、
災
害
テ
レ

ホ
ン
案
内
（
☎
26
・
７
６
４
０
）

で
同
じ
内
容
を
確
認
で
き
ま
す
。

�
危
機
管
理
課

特
殊
詐
欺
に
ご
注
意
を　

■
市
内
で
も
特
殊
詐
欺
が
多
発

　
市
内
で
息
子
や
警
察
官
、金
融
機

関
職
員
な
ど
を
装
い
電
話
を
か
け
、

お
金
を
騙
し
取
る
特
殊
詐
欺
に
よ

る
被
害
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
人

ご
と
と
は
思
わ
ず
、
こ
の
よ
う
な
犯

罪
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

◎
不
審
な
電
話
が
あ
れ
ば
、
一
度

電
話
を
切
っ
て
身
内
に
確
認
す
る
。

◎
身
内
を
名
乗
る
場
合
は
自
分
た

ち
し
か
知
ら
な
い
こ
と
を
聞
き
、オ

レ
オ
レ
詐
欺
で
よ
く
使
わ
れ
る
フ

レ
ー
ズ
（
風
邪
を
ひ
い
て
声
の
調

子
が
お
か
し
い
、
携
帯
電
話
の
番

号
が
変
わ
っ
た
）
に
気
を
つ
け
る
。

◎
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、
新

し
い
手
口
に
気
を
つ
け
る
。

■
特
殊
詐
欺
の
手
口
の
例

◎
「
特
殊
詐
欺
の
犯
人
を
捕
ま
え

て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
あ
な
た
の
口

座
の
情
報
が
あ
っ
た
。
警
察
で
預

金
の
保
護
を
す
る
。
銀
行
内
部
に

も
犯
行
に
関
わ
っ
た
者
が
い
る
の

で
、
こ
の
電
話
が
あ
っ
た
こ
と
は

誰
に
も
言
わ
な
い
よ
う
に
」
な
ど
、

警
察
官
を
騙
っ
た
詐
欺
。

◎
「
あ
な
た
名
義
の
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
を
勝
手
に
作
っ
て
商
品
を

購
入
し
よ
う
と
し
た
者
が
い
る
。

銀
行
協
会
に
対
策
を
依
頼
し
た
の

で
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
暗
証

番
号
を
教
え
て
ほ
し
い
」な
ど
、金

融
機
関
・
百
貨
店
を
騙
っ
た
詐
欺
。

■
自
動
通
話
録
音
装
置
を
無
料
貸

し
出
し

対
象　
市
内
在
住
の
高
齢
者
（
65

歳
以
上
）
の
み
の
世
帯
、
ま
た
は

日
中
に
高
齢
者
の
み
と
な
る
世
帯

で
、
装
置
を
接
続
す
る
こ
と
が
で

き
る
固
定
電
話
を
使
用
し
て
い
る
人

（
黒
電
話
に
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
）

※
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は
左
記
ま

で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

�
危
機
管
理
課

山
間
部
で
の
消
防
・
救
急
・

救
助
活
動
に
ご
協
力
を

　
消
防
署
で
は
、
金
剛
・
岩
湧
山

系
の
主
な
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
に

防
火
杭
や
防
火
標
語
看
板
（
写
真

左
上
）
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
に
は
場
所
を
特
定
す
る
た
め

の
番
号
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
山

間
部
で
事
故
や
火
災
な
ど
を
発
見

し
通
報
す
る
と
き
は
、
こ
の
番
号

や
Ｇ
Ｐ
Ｓ
・
Ｎ
コ
ー
ド
な
ど
も
あ

わ
せ
て
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
速

や
か
な
活
動
が
で
き
る
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
消
防
署
（
☎
53
・
５
６
８
１
）

危険物は正しく取り扱いを
■スプレー缶などは
　接着剤やアロマオイル、防水スプレー、アウト
ドアで使用する燃料や消毒用アルコールなど、身
近なところにある危険物は、正しい取り扱いや保
管に努めましょう。
■セルフ方式の給油は
　セルフ方式の給油取扱所では、給油手順や設備の
取り扱いを誤ると、思わぬ事故を起こすことがあり
ます。正しい方法で給油し、給油方法がわか
らない場合は従業員の説明を受けましょう。
■６月２日～８日は危険物安全週間
　今年は「無事故への 構え一分の 
隙も無く」をスローガンに危険物について
レシート広報などを行います。
�予防課（☎ 53-3699）

平成 30 年４月～平成 31 年３月にかけてふるさと応援寄附金などに、
全国から約 5000 件を超えるご寄附をいただきました。

みなさまからの多くのご支援に感謝申し上げるとともに、
いただいた寄附金は本市のさまざまな事業に役立ててまいります。

市内小学校５・６年生の希望者を対象
に国際交流協会（ＫＩＦＡ）と共催で、
プレ英語村のＴＲＥＫ（地域連携型英
語村）を実施しました。

寄附金総額　　1 億 3209 万 8517 円

寄　附　者　　南海電気鉄道株式会社、河内長野ロータリークラブ、開設林道、深谷市、

荒
あ ら

岸
ぎ し

隆
た か

文
ふ み

さん、井
い の

上
う え

浩
ひろし

さん、上
う え

原
は ら

総
そ う

栄
え い

さん、大
お お

橋
は し

衛
まもる

さん、尾
お

崎
さ き

陽
よ う

一
い ち

さん、後
ご

藤
と う

茂
し げ

夫
お

さん、
齊
さ い

藤
と う

正
ま さ

伸
の ぶ

さん、関
せ き

根
ね

伴
と も

樹
き

さん、瀬
せ

津
つ

真
し ん

也
や

さん、谷
た に

良
よ し

宏
ひ ろ

さん、服
は っ

部
と り

達
た つ

男
お

さん、肱
ひ じ

岡
お か

泰
た い

三
ぞ う

さん、
溝
み ぞ

口
ぐ ち

尚
たかし

さん、萬
よ ろ ず

憲
け ん

彰
しょう

さん
他、多くの方々からご寄附いただきました（寄附金額が 10 万円以上の方のみ掲載しています）。

平成30年度はこのような事業に役立てました

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
問い合わせ　政策企画課

◀ふるさと応援寄附金
( 河内長野市ホームページ )

　　　　　ふるさと応援寄附金
のお申し込みを受け付けていま
す。市外在住のお知り合いがおら
れましたら、ぜひご紹介をよろし
くお願いします（市内在住者には
謝礼品はありませんが、ふるさと
納税の税額控除は受けられます）。

公共交通の利用促進や高齢者の外出
支援などを図るため、タクシーなどで
利用できる助成券「おでかけチケット」
を配布しました。

木のある暮らしの魅力を発信し、市民
の森林への関心を高めるため、第２回
木のある暮らしコンテストを実施しま
した。

台風 21号で被災した金剛寺大講堂屋根の復旧工事（左写真）や、ビニール
ハウスなどの農業施設の復旧支援（右写真）を行いました。

その他、市内の公園に 17 基の健康遊具の設置、森林
所有者向けの勉強会の実施などに役立てました。

今年度も
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場所 開催日 問い合わせ
三日市公民館 ６月 12 日㈬ ☎ 62-6155
千代田公民館 ６月 21 日㈮ ☎ 55-1125
南花台公民館 ６月 26 日㈬ ☎ 63-1131

※時間は午前 10 時 30 分～正午▷駐車場には限りがあります。

場所 開催日

①ふぁんふぁ
ーれ三日市
☎ 63-7242

毎週火・木・金曜日と 6 月 3 日㈪・10 日㈪・
17 日㈪午前 10 時～午後３時 30 分▷６月
10 日㈪＝「ゆうみ先生と音楽を楽しもう！」

（午前 11 時 30 分～）、21 日㈮＝「みんなで
ストレッチ体操！」（午前 11 時～）

②ほのぼのル
ーム大矢船
☎ 62-3501

毎週月・水・木曜日の午前 10 時～午後３時
▷６月 26 日㈬＝「保育園幼稚園相談会」（正
午まで▷参加費無料▷予約不要）▷月曜はプ
レママカフェ、木曜は赤ちゃん DAY も実施

※他にも福祉委員会・自治会主催の遊びの広場を各地域で開催
しています。詳細はあいっく ( ☎ 50-4664) へ問い合わせを。

就学前の子どもと保護者が、
自由に遊び交流できる場所です。
時間や内容などの詳細はお問い合わせください。

1011 広報かわちながの●令和元年（2019）６月号 市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶

子
育
て

お
は
な
し
会
に
参
加
し
よ
う

■
千
代
田
公
民
館

　
児
童
を
対
象
に
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
や
手
遊
び
な
ど
を
し
ま
す
。

と
き　
６
月
15
日
㈯
、
７
月
20
日

㈯
▽
午
後
３
時
～
30
分
程
度

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
千
代
田
公
民
館

　
　
　
　
　
（
☎
55
・
１
１
２
５
）

■
く
ま
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

　
絵
本
や
手
遊
び
な
ど
で
楽
し
み

ま
す
。

対
象　
２
歳
６
か
月
～
４
歳
の
子

ど
も
と
保
護
者

と
き　
６
月
20
日
㈭
、
７
月
18
日

㈭
▽
時
間
は
午
前
10
時
30
分
～
11

時
30
分

と
こ
ろ　
三
日
市
公
民
館

定
員　
10
組
（
先
着
順
）

申
込　
各
月
の
５
日
か
ら
左
記
へ

�
三
日
市
公
民
館

　
　
　
　
　
（
☎
62
・
６
１
５
５
）

■
図
書
館
の
お
は
な
し
会

①
２
～
３
歳
児
と
保
護
者

と
き　
６
月
12
日
㈬
午
後
２
時
30

分
～
45
分
、
26
日
㈬
午
後
２
時
30

分
～
45
分

定
員　
各
10
組
（
先
着
順
）

②
４
歳
～
就
学
前
児
童

と
き　
６
月
12
日
㈬
午
後
３
時
30

分
～
４
時
、
26
日
㈬
午
後
３
時
30

分
～
４
時

定
員　
各
回
25
人
程
度（
先
着
順
）

③
小
学
生
向
け

と
き　
６
月
１
日
㈯
午
前
11
時
～

11
時
30
分
、
15
日
㈯
午
後
２
時
～

２
時
30
分
、
22
日
㈯
午
前
11
時
～

11
時
30
分

定
員　
各
25
人
程
度
（
先
着
順
▽

22
日
は
保
護
者
同
伴
可
）

�
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

■
赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム

　
乳
幼
児
と
わ
ら
べ
歌
や
手
遊
び
、

絵
本
な
ど
を
楽
し
み
ま
す
。

対
象　
１
歳
以
上
の
子
ど
も
と
保

護
者

と
き　
６
月
20
日
㈭
、
７
月
18
日

㈭
▽
い
ず
れ
も
１
歳
向
け
＝
午
前

10
時
20
分
～
11
時
、
２
歳
向
け
＝

午
前
11
時
20
分
～
正
午

と
こ
ろ　
図
書
館

定
員　
各
10
組
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

�
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

マ
マ
パ
パ
教
室

対
象　
初
め
て
母
親
・
父
親
に
な

る
市
民　

と
き　
７
月
5
日
㈮
午
後
１
時
20

分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ　
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科
健

診
（
母
親
の
み
）、
む
し
歯
菌
検
査

や
歯
科
衛
生
士
・
助
産
師
か
ら
の
お

話定
員　
各
18
組
（
先
着
順
）　

申
込　
電
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
込
可

�
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
☎
55
・
０
３
０
１
）

子
ど
も
・
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー

あ
い
っ
く
の
催
し

※
場
所
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

あ
い
っ
く
（
ノ
バ
テ
ィ
な
が
の
北

館
内
）
で
開
催
し
ま
す
。

❶
育
児
休
業
中
マ
マ
の
交
流
会

対
象　
現
在
育
児
休
業
中
ま
た
は

仕
事
復
帰
を
検
討
中
の
母
親
と
就

学
前
の
子
ど
も
（
保
護
者
の
み
の

参
加
も
可
）　

と
き　
６
月
10
日
㈪
午
前
10
時
30

分
～
正
午　

❷
お
で
か
け
わ
く
わ
く
広
場

　
親
子
で
自
由
に
遊
べ
る
場
で
す
。

対
象　
就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者

と
き　
６
月
14
日
㈮
午
前
10
時
30

分
～
正
午
（
雨
天
中
止
）　

と
こ
ろ　
あ
か
し
あ
台
第
８
公
園　

❸
双
子
育
児
中
マ
マ
の
交
流
会

　
子
育
て
の
話
や
交
流
を
し
ま
す
。

対
象　
多
胎
児
を
妊
娠
中
や
育
児

中
の
就
学
前
の
親
子
（
保
護
者
の

み
の
参
加
も
可
）　

と
き　
７
月
２
日
㈫
午
前
10
時
30

分
～
正
午　

※
❶
～
❸
は
当
日
直
接
会
場
へ
。

❹
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
「
七
夕
飾
り

を
つ
く
ろ
う
」

　
未
就
園
の
お
友
達
で
集
ま
り
、

親
子
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

対
象　
市
内
在
住
の
平
成
29
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
未
就
園

の
子
ど
も
と
保
護
者　

と
き　
７
月
４
日
㈭
午
前
10
時
30

分
～
正
午　

❺
ね
ず
み
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

　
わ
ら
べ
う
た
や
絵
本
を
楽
し
み

ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
１

歳
６
か
月
～
２
歳
６
か
月
の
子
ど

も
と
保
護
者　

と
き　
６
月
27
日
㈭
午
前
10
時
30

分
～
11
時　

定
員　
10
組
（
抽
選
）

❻
子
育
て
世
代
の
た
め
の
マ
ネ
ー

講
座

　
教
育
資
金
、
住
宅
資
金
は
い
く

ら
必
要
？
幼
児
教
育
無
償
化
な
ど

お
金
に
ま
つ
わ
る
講
座
で
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
就
学
前
の
子

ど
も
を
持
つ
保
護
者　

と
き　
６
月
20
日
㈭
午
前
10
時
30

分
～
正
午　

定
員　
20
人
（
抽
選
）
▽
就
学
前

の
子
ど
も
の
一
時
保
育
あ
り
（
定

員
10
人
）

❼
ヘ
ッ
ド
ス
パ
～
夫
婦
で
お
互
い

の
疲
れ
を
癒
し
ま
し
ょ
う
～

　
髪
を
濡
ら
さ
な
く
て
も
簡
単
に

で
き
る
癒
し
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
短

時
間
で
レ
ク
チ
ャ
ー
し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
就
学
前
の
子

ど
も
の
い
る
夫
婦（
子
ど
も
同
室
）

と
き　
６
月
30
日
㈰
午
前
10
時
30

分
～
正
午　

定
員　
10
組
（
抽
選
）

❽
親
子
で
あ
そ
ぼ

　
親
子
で
遊
ん
だ
り
、
親
同
士
の

情
報
交
換
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

し
ま
す
。

対
象　
市
内
在
住
の
平
成
29
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
未
就
園

の
子
ど
も
と
保
護
者

と
き　
７
月
16
日
㈫
・
23
日
㈫
・

30
日
㈫
、
８
月
６
日
㈫
▽
４
回
シ

リ
ー
ズ
▽
時
間
は
午
前
10
時
15
分

～
11
時
45
分　

定
員　
各
12
組
（
抽
選
▽
初
参
加

者
優
先
）

❹
～
❽
の
申
し
込
み　
は
が
き
か

フ
ァ
ク
ス
に
親
子
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
子
の
生
年
月
日
、
性
別
、

第
何
子
か
、住
所
、電
話
番
号
、子

育
て
で
気
に
な
る
こ
と
と
催
し
名

を
記
入
し
て
６
月
10
日
（
必
着
）

ま
で
に
あ
い
っ
く
（
〒
586
ー
０
０

１
５
本
町
24
の
１
）
へ

■
キ
ラ
キ
ラ
ね
っ
と
か
ら
の
申
し

込
み
（
５
月
31
日
か
ら
）

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://k-kira.jp

※
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を

参
照
。

�
あ
い
っ
く

（
☎
50
・
４
６
６
４
、
�
50
・
４
６
６
５
）

フォト

フォト

全国大会 55kg 級で優勝
　大阪産業大学付属高校３年生の安藤徹郎さん
は、３月に石川県金沢市で開催された全国高等学
校ウェイトリフティング競技選抜大会に出場し、
男子 55 ㎏級でみごと優勝しました。中学１年か
ら経験者だった父に教わり、昨年の大阪府の大
会では大会新記録を何度も更新するなど記録を
伸ばし、今回の全国優勝につなげました。安藤
さんは、「東京の次となる 2024 年オリンピック
の出場を目指します」と力強く語っていました。

世界選手権で金メダルを獲得
　５月７日、ICU チアリーディング世界選手権
において２種目で優勝した金

か ね

子
こ

茉
ま

央
お

さんが市役
所を訪れ、市長に結果を報告しました。所属し
ているチーム（WORLDWINGS）が日本代表と
して参加した今大会は、海外勢の力強い演技に
対抗するため繊細さを表現。優勝を目指して日々
の練習を積み重ねてきました。小学校の時から
市内のチームであるダンスパワーズに入り技術
を磨いてきたという金子さん。「次の大会もがん
ばります」と笑顔で話していました。
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保
険
・
年
金

税金 保険・年金

市
・
府
民
税
の
納
付
を

納
期
限
ま
で
に

　
平
成
31
年
度
の
市
・
府
民
税
納

税
通
知
書
を
６
月
３
日
に
発
送
し

ま
す
（
所
得
証
明
書
も
同
日
か
ら

発
行
し
ま
す
）。次
の
納
期
限
ま
で

に
最
寄
り
の
金
融
機
関
や
郵
便
局
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
納
付

額
30
万
円
ま
で
）
な
ど
で
納
付
し

て
く
だ
さ
い
。
手
数
料
は
不
要
で

す
。
便
利
な
口
座
振
替
も
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

納
期
限　
第
１
期
＝
７
月
1
日
㈪
、

第
２
期
＝
9
月
2
日
㈪
、
第
３
期

＝
10
月
31
日
㈭
、
第
４
期
＝
令
和

2
年
１
月
31
日
㈮

■
納
付
が
困
難
な
場
合
は
相
談
を

　
納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な

い
場
合
は
、
督
促
状
・
催
告
書
を

送
付
し
ま
す
。
ま
た
、
未
納
の
ま

ま
放
置
す
る
と
、
督
促
手
数
料
や

延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
だ
け
で
な

く
、
財
産
調
査
を
行
い
、
財
産
を

差
し
押
さ
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

納
付
が
困
難
な
場
合
は
早
め
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
市
税
に
は
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す

　
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助

を
受
け
て
い
た
り
、
災
害
に
よ
る

被
害
を
受
け
た
場
合
は
、
申
請
に

よ
り
市
税
の
減
免
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

国
民
健
康
保
険
料
の

納
付
通
知
書
な
ど
を
送
付

■
平
成
31
年
度
の
保
険
料
率

　

決
定
し
た
保
険
料
率
（
下
表
）

と
加
入
者
の
平
成
30
年
中
の
所
得

な
ど
に
基
づ
き
、
平
成
31
年
度
の

保
険
料
を
決
定
し
、
納
付
通
知
書

な
ど
を
加
入
世
帯
へ
6
月
中
旬
ご

ろ
に
送
付
し
ま
す
。
納
付
方
法
な

ど
は
、
通
知
に
同
封
し
て
い
る
お

知
ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
納
付
通
知
書
お
よ
び
保
険
料
率

で
の
「
平
成
31
年
度
」
の
表
記
は

「
令
和
元
年
度
」に
読
み
替
え
て
く

だ
さ
い
。

■
納
付
が
困
難
な
場
合
は
相
談
を

　
特
別
な
事
情
で
納
期
限
ま
で
に

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
分
割
納

付
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

ま
た
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
減

免
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

�
保
険
年
金
課

平成 31 年度保険料率　　　　　　 　

医療分 後期支援分 介護分

所得割 8.29％ 2.69％ 2.58％

均等割 28,741 円 9,249 円 19,134 円

平等割 30,762 円 9,898 円 0 円

限度額 580,000 円 190,000 円 160,000 円

■
均
等
割
額
の
軽
減

　
世
帯
（
同
一
世
帯
内
の
被

保
険
者
と
世
帯
主
）
の
総
所

得
に
応
じ
て
、
平
成
31
年
度

の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
均
等
割
額
が
下
表
の
と
お

り
軽
減
さ
れ
ま
す
。

■
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
の

被
扶
養
者
だ
っ
た
人
は

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加

入
日
の
前
日
に
、
会
社
の
健

康
保
険
な
ど（
国
民
健
康
保

険
・
国
民
健
康
保
険
組
合
を

除
き
ま
す
）
の
被
扶
養
者
だ

っ
た
人
は
、
所
得
割
額
は
賦

課
さ
れ
ず
、
資
格
取
得
後
２

年
間
は
均
等
割
額
の
５
割
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
「
平
成
31
年
度
」
の
表
記

は
「
令
和
元
年
度
」
に
読
み

替
え
て
く
だ
さ
い
。

�
保
険
年
金
課

平成 31 年度の均等割額（年額 51,491 円）の軽減
世帯の総所得金額など 軽減割合 軽減後の額

　① 33 万円以下 8.5 割 7,723 円

　② ①のうち、被保険者全員の各所得が 0 円
　（公的年金控除額は 80 万円） 8 割 10,298 円

　③ 33 万円＋（28 万円×被保険者数）以下 5 割 25,745 円

　④ 33 万円＋（51 万円×被保険者数）以下 2 割 41,192 円

国
民
健
康
保
険
の

日
曜
臨
時
窓
口

■
平
日
お
忙
し
い
人
は
ご
利
用
を

と
き　
６
月
23
日
㈰
午
前
９
時
～

午
後
５
時
30
分

と
こ
ろ　
市
役
所

内
容　
国
保
の
届
け
出
や
保
険
料

の
納
付
、
納
付
相
談
な
ど

※
必
要
書
類
な
ど
は
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
保
険
年
金
課

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委
員
を
募
集
し
ま
す

　
よ
り
良
い
国
民
健
康
保
険
の
運

営
を
行
う
た
め
、
次
の
と
お
り
同

運
営
協
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　
国
保
の
運
営
に
関
心
の
あ

る
18
歳
以
上
72
歳
未
満
（
令
和
元

年
８
月
1
日
現
在
）
の
本
市
の
国

民
健
康
保
険
加
入
者

※
会
議
は
年
２
～
３
回
程
度
で
、

平
日
の
午
後
に
開
催
予
定
。

募
集
人
数　
男
女
各
1
人（
選
考
）

任
期　
令
和
元
年
８
月
１
日
～
令

和
４
年
７
月
31
日

申
込　
保
険
年
金
課
で
配
布
す
る

応
募
用
紙
で
７
月
１
日
ま
で
に
同

課
へ

�
保
険
年
金
課

私
立
幼
稚
園
就
園
に
関
す
る

給
付
金
の
申
請
を

■
子
育
て
・
幼
児
教
育
推
進
給

付
金

対
象　
市
内
に
在
住
し
、
私
立
幼

稚
園
（
市
外
も
可
）
に
満
３
～
５

歳
児
を
就
園
さ
せ
て
い
る
保
護
者

申
請　
幼
稚
園
（
市
内
・
市
外
）

を
通
じ
て
配
布
す
る
申
請
書
に
記

入
・
押
印
し
て
各
園
へ

※
今
年
度
新
た
に
市
外
の
幼
稚
園

に
入
園
し
た
人
は
お
問
い
合
わ
せ

を
。

※
補
助
額
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
を
。

�
子
ど
も
子
育
て
課

児
童
手
当
の
お
知
ら
せ

■
現
況
届
の
提
出
を

　
引
き
続
き
受
給
す
る
た
め
に
必

要
で
す
。

対
象　
中
学
校
修
了
前
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人

受
付　
６
月
30
日
ま
で
に
郵
送
ま

た
は
直
接
窓
口
へ
。

※
６
月
初
旬
に
案
内
を
送
付
し
ま

す
の
で
必
ず
期
限
内
に
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

■
６
月
は
支
給
月

支
給
日　
６
月
10
日
㈪
▽
２
～
５

月
の
４
か
月
分
と
し
て
支
給

支
給
額　
３
歳
未
満
＝
児
童
１
人

に
つ
き
月
額
１
万
５
０
０
０
円
、３

歳
～
小
学
校
修
了
前
（
第
１
子
・

第
２
子
＝
同
１
万
円
、
第
３
子
以

降
＝
同
１
万
５
０
０
０
円
）、中
学

生
＝
同
１
万
円
▽
特
例
給
付(

制

限
限
度
額
以
上
の
所
得
の
人
）
は

同
５
０
０
０
円

※
子
ど
も
の
数
え
方
は
、
18
歳
の

誕
生
日
以
降
、
最
初
の
３
月
末
ま

で
の
間
に
あ
る
児
童
の
出
生
順
で

す
。

■
次
の
場
合
は
届
出
を

①
現
況
届
が
未
提
出
の
場
合

②
住
所
や
児
童
数
な
ど
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合

③
公
務
員
に
な
っ
た
、
公
務
員
で

な
く
な
っ
た
場
合

④
世
帯
で
の
生
計
中
心
者
が
変
更

に
な
っ
た
場
合

※
②
～
④
は
必
ず
15
日
以
内
に
手

続
き
を
▽
届
出
が
遅
れ
る
と
返
還

金
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

�
子
ど
も
子
育
て
課

再
就
職
訓
練
受
講
生
を
募
集

■
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
優
先
枠

付①
介
護
職
員
初
任
者
研
修
科
、
②

Ｐ
Ｈ
Ｐ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
養
成
科
、

③
パ
ソ
コ
ン
事
務+

Ｗ
ｅ
ｂ
科

と
き　
９
月
２
日
㈪
か
ら
①
は
10

月
31
日
㈭
、
②
③
は
11
月
29
日
㈮

ま
で

と
こ
ろ　
①
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
す
な

ろ 

ふ
く
し
の
学
校
（
大
阪
市
福
島

区
）、②
Ｓ
Ｂ
キ
ャ
リ
ア
カ
レ
ッ
ジ

長
堀
校
（
大
阪
市
中
央
区
）、
③
職

業
訓
練
ア
ッ
プ
な
ん
ば
校
（
大
阪

市
中
央
区
）

定
員　
各
30
人
（
選
考
▽
優
先
枠

５
人
▽
託
児
あ
り
）

教
材
費　
①
７
９
９
２
円
、
②
９

２
０
０
円
、
③
１
万
円

試
験　
７
月
29
日
㈪
に
筆
記
試
験

と
個
別
面
接
を
実
施

申
込　
６
月
20
日
～
７
月
19
日
に

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

※
優
先
枠
の
申
込
資
格
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
を
。

�
府
人
材
育
成
課

（
☎
06
・
６
２
１
０
・
９
５
３
０
）

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
な
ど
を

対
象
と
し
た
就
労
支
援
講
習
会

■
介
護
職
員
初
任
者
研
修

と
き　
①
８
月
31
日
～
12
月
21
日

の
毎
週
土
曜
日
、
１
月
25
日
㈯
▽

11
月
23
日
㉁
は
休
講
、
②
８
月
31

日
㈯
、
9
月
8
日
～
12
月
15
日
の

毎
週
日
曜
日
、
１
月
25
日
㈯
▽
時

間
は
い
ず
れ
も
午
前
９
時
～
午
後

５
時
▽
全
17
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　
①
未
来
ケ
ア
カ
レ
ッ
ジ

京
橋
校
（
大
阪
市
都
島
区
）
な
ど
、

②
東
大
阪
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
・
イ
コ
ー
ラ
ム
な
ど

定
員　
各
20
人
（
抽
選
）

受
講
料　
１
万
円
（
教
材
費
）

申
込　
往
復
は
が
き
（
希
望
講
座

名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
、
志
望
動
機
、
保
育
希

望
者
は
子
の
氏
名
・
年
齢
を
記
入
）

で
７
月
31
日
（
い
ず
れ
も
当
日
消

印
有
効
）
ま
で
に
府
母
子
家
庭
等

就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
（
〒

540
ー
０
０
１
２
大
阪
市
中
央
区
谷

町
５
の
４
の
13
）
へ
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

�
府
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー（
☎
06
・
６
７
６
２
・

９
９
９
５
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

軽
減
額
が
一
部
変
更
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�
税
務
課

税
金
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暮
ら
し

６
月
は
環
境
月
間

　
６
月
５
日
は
「
環
境
の
日
」
で

す
。
環
境
に
つ
い
て
考
え
、
身
近

に
で
き
る
環
境
保
全
に
取
り
組
み
、

清
潔
で
美
し
い
、
み
ど
り
豊
か
な

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

■
自
然
環
境
保
護
啓
発
写
真
展
示

　
市
内
に
生
息
す
る
草
・
花
・
木

の
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

と
き　
６
月
４
日
㈫
～
30
日
㈰

と
こ
ろ　
図
書
館

■
環
境
啓
発
冊
子
（
漫
画
版
）

　
大
阪
芸
術
大
学
短
期
大
学
部
と

大
阪
美
術
専
門
学
校
、
大
阪
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
メ
デ
ィ
ア
専
門
学

校
の
生
徒
の
協
力
で
、
市
の
環
境

基
本
計
画
を
紹
介
す
る
「
漫
画
で

教
え
て
！
み
ん
な
の
街
の
環
境
計

画
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
３
」
を
発
行
し
ま
し

た
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し

て
い
ま
す
（
下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
参
照
）。

�
環
境
政
策
課

6
月
は
ま
ち
づ
く
り
月
間

■
道
路
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
期
間
中
、
府
内
で
違
法
屋
外
広

告
物
を
追
放
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
行
わ
れ
ま
す
。
市
で
も
、
主
要

幹
線
道
路
を
中
心
に
、
違
法
屋
外

広
告
物
の
撤
去
活
動
を
実
施
し
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
環
境
美

化
や
景
観
保
全
を
進
め
る
た
め
、

次
の
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

①
ア
ド
プ
ト
・
ロ
ー
ド
参
加
団
体

　
道
路
の
一
定
区
間
で
清
掃
な
ど

を
自
主
的
に
行
う
自
治
会
や
企
業

な
ど
の
団
体
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

②
違
法
広
告
物
追
放
推
進
団
体

　
市
か
ら
認
定
さ
れ
、
道
路
な
ど

に
違
法
に
は
り
出
さ
れ
た
簡
易
広

告
物
の
撤
去
活
動
を
行
う
団
体
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

申
込　
①
②
と
も
電
話
で
左
記
へ

�
道
路
課

ご
み
シ
ー
ル
・
し
尿
く
み
取
り

券
の
販
売
所
が
一
部
廃
止

　
次
の
店
舗
で
は
家
庭
用
の
有
料

ご
み
シ
ー
ル
、
し
尿
く
み
取
り
券

暮らし フォト

鵜
うの

瀬
せ

みりさんの作品

の
取
り
扱
い
を
終
了
し
ま
し
た
。

店
舗　
中
岡
タ
バ
コ
店
（
小
塩
町

１
２
２
）、
久
保
出
米
穀
店
（
小
山

田
町
１
２
１
の
43
）、
柿
花
商
店

（
喜
多
町
56
の
１
）、
セ
ブ
ン
イ
レ

ブ
ン
河
内
長
野
楠
町
西
店
（
楠
町

西
９
１
２
の
１
）、湖
畔
観
光
農
林

組
合
（
滝
畑
１
５
８
８
の
甲
）、
久

保
健
商
店
（
日
野
４
１
５
の
２
）、

リ
カ
ー
シ
ョ
ッ
プ
・
ナ
カ
ム
ラ（
松

ヶ
丘
中
町
１
３
２
９
）

※
販
売
所
一
覧
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

�
環
境
衛
生
課

も
え
な
い
ご
み
・
粗
大
ご
み
の

収
集
時
間
に
ご
注
意
を

　
も
え
な
い
ご
み
・
粗
大
ご
み
の

収
集
は
、
金
属
系
以
外
の
収
集
後

に
、
別
の
車
両
で
金
属
系
を
収
集

し
て
い
ま
す
。
金
属
系
と
そ
れ
以

外
で
収
集
時
間
が
異
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
分
別
検
索
や
収
集
日
な
ど
の
確

認
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
（
下
記

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）。

�
環
境
衛
生
課

◉廃食用油の回収
ところ 6 月 7 月

千代田公民館 10 日 8 日

南花台公民館 20 日 18 日

高向公民館 ー 17 日

加賀田公民館 14 日 ー

三日市公民館 28 日 ー

くすのかホール ー 22 日

あやたホール 24 日 ー

時間　午前 10 時～ 11 時▷千代田公
民館と南花台公民館は午前 11 時 30
分まで
※家庭から出される食用油のみを回
収▷エンジンオイルなどの鉱物油は
絶対に混入しないでください。
�環境政策課

大学3年生　北
き た

所
じ ょ

 さん

　これまで、選挙にはあまり関心
がなく、家族や友人と政治につい
て話すこともありませんでした
が、広報で募集記事を見た母親か
ら、「20 歳になったし、政治に
関心をもつきっかけにどう？」と
勧められ、アルバイトにもなるか
なと思い応募してみました。

　今回、期日前投票所が市役所と三日市市民ホールの 2 か
所になり混雑が少し緩和したと聞きましたが、投票日が近
付くにつれ、私と同世代の人もたくさん投票に来られて驚
きました。期日前は、通勤や通学、買い物などの自分の都
合にあわせて投票できるので便利だと思います。
　実際に立会人を経験してみて、選挙は私たちの将来に関
わる大切なことだと分かり、今では、選挙の看板を見かけ
るとじっくりと見てしまうようになりました。

選挙に関する出前講座を実施
　4月24日、阪和学園錦秀会看護専門学校で、選挙管
理委員会による出前授業が実施されました。当日は学
生320人が参加し、クイズや模擬投票などを通じて、
真剣に選挙の歴史や意義を学んでいました。

投票立会人インタビュー選挙に関心を持つ
きっかけに
■ 投票立会人の役割
　選挙では、各投票所に投票管
理者１人と投票立会人２人が配
置されます。投票立会人は有権
者の代表としての責任を持ち、
下記の重要な役割を果たします。
①投票所の開閉の立会い
②最初に投票箱が空であること
を確認する立会い
③投票箱の閉鎖の立会い
④投票録への署名
⑤投票終了後に開票所への投票
箱の送致
■高校生でも応募可
資格　18 歳～ 29 歳の有権者
ところ　①市役所（期日前投票
期間の午前 8 時 30 分～午後 2
時 15 分または午後 2 時 15 分～
午後 8 時）、②三日市市民ホール

（期日前投票期間の午前 9 時～午
後 2 時 30 分または午後 2 時 30
分～午後 8 時）、③市内各投票所

（投票日の午前 7 時～午後 1 時
30 分または午後 1 時 30 分～午
後 8 時）
※指定された投票所、日時に必
ず参会し、知り得た秘密を一切
他に漏らさないこと。
報酬　①② 1 回 5750 円、③ 1
回 6500 円
申込　申込書（市ホーム
ページよりダウンロード
可）に必要事項を記入し下記へ
※必ず本人が持参してください
▷登録者が必ず投票立会人に選
任されるとは限りません。
�選挙管理委員会事務局

投票立会人を募集しています

フォト

学生や若者のみなさん

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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大
切
な
水
源
を
守
る
た
め
に

■
水
道
水
源
保
護
条
例

　
市
で
は
、
浄
水
場
の
上
流
域
を

水
源
保
護
地
域
に
指
定
し
、
そ
の

区
域
で
水
源
の
汚
濁
や
枯
渇
を
さ

せ
る
と
判
定
さ
れ
た
事
業
を
規
制

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
違
反
者
に

は
罰
金
な
ど
の
罰
則
を
設
け
、
水

道
水
の
安
全
を
守
っ
て
い
ま
す
。

■
６
月
１
日
～
７
日
は
水
道
週
間

　
水
道
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
た
め
、今
年
は「
い

つ
も
の
む 

い
つ
も
の
水
に 

日
々

感
謝
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
全
国

で
水
道
に
関
す
る
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
や
広
報
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

�
水
道
課

新
た
な
区
域
で

下
水
道
の
供
用
を
開
始

　
市
で
は
、
快
適
な
生
活
環
境
づ

く
り
と
河
川
な
ど
の
水
質
を
保
全

す
る
た
め
、
府
と
連
携
し
て
下
水

道
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
６
月
１
日
か
ら
、
次
の
区
域
の

一
部
で
、
新
た
に
下
水
道
の
供
用

を
開
始
し
ま
し
た
。

区
域　
上
原
町
、
小
山
田
町
、
高

向
、
三
日
市
町
、
東
片
添
町

■
排
水
設
備
工
事
は
３
年
以
内
に

　
新
た
に
供
用
区
域
に
な
っ
た
建

物
は
、
供
用
開
始
日
か
ら
3
年
以

内
に
排
水
設
備
工
事
（
く
み
取
り

式
ト
イ
レ
を
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造

す
る
な
ど
、
ト
イ
レ
・
風
呂
・
台

所
・
工
場
な
ど
か
ら
出
る
汚
水
・

雑
排
水
を
下
水
道
に
流
す
改
造
工

事
）
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
工
事
は
市
指
定
業
者
で

　
排
水
設
備
工
事
は
市
の
指
定
す

る
業
者
で
な
い
と
実
施
で
き
ま
せ

ん
。
４
月
１
日
現
在
、
１
６
９
社

が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
覧
は

下
水
道
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
指
定
業

者
は
、
工
事
の
見
積
り
か
ら
設
計
、

施
工
の
ほ
か
、
市
へ
の
各
種
申
請

手
続
き
の
代
行
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
工
事
に
は
援
助
制
度
の
利
用
を

　
供
用
開
始
日
か
ら
3
年
以
内
に
、

ト
イ
レ
の
水
洗
化
や
浄
化
槽
の
切

替
な
ど
の
工
事
を
し
た
場
合
、
工

事
補
助
金
（
返
済
不
要
）
や
融
資

あ
っ
せ
ん
（
銀
行
貸
付
）
が
利
用

で
き
ま
す
。

■
受
益
者
負
担
金

　
下
水
道
の
整
備
に
は
多
額
の
費

用
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
下
水

道
の
施
設
が
完
備
さ
れ
る
区
域
の

住
民
の
み
な
さ
ん
に
、
土
地
の
面

積
に
応
じ
て
費
用
の
一
部
を
負
担

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
負
担

金
は
汚
水
処
理
が
可
能
に
な
る
区

域
に
順
次
賦
課
し
て
い
き
ま
す
。

一
度
賦
課
さ
れ
る
と
重
ね
て
賦
課

さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
決
定
通
知
書
や
納
入
通
知
書

　
令
和
元
年
度
賦
課
分
は
、
７
月

初
旬
に
、
対
象
者
に
受
益
者
負
担

金
の
決
定
通
知
書
と
納
入
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
。
平
成
29
年
度
賦

課
と
平
成
30
年
度
賦
課
の
受
益
者

負
担
金
を
期
別
納
付
し
て
い
る
人

に
も
、
７
月
上
旬
に
納
入
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
。

　
通
知
書
に
記
載
の
金
融
機
関
で

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

�
経
営
総
務
課
ま
た
は
下
水
道
課

暮らし その他

KAORU KUSUNOKI

楠木 薫

花
も
美
し
い
月
も
美
し
い

そ
れ
に

が
美
し
い

大
阪
府
北
部
地
震
の
発

生
か
ら
、
も
う
す
ぐ
一
年
に

な
り
ま
す
。
今
も
、
多
く
の

地
域
や
学
校
で
避
難
行
動
訓

練
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
で

は
、
訓
練
で
経
験
で
き
な
い

こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

災
害
が
起
こ
れ
ば
、
生
活

の
復
旧
、
復
興
を
し
て
い
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
第

一
歩
は
、
自
ら
ア
ク
シ
ョ
ン

を
起
こ
す
こ
と
で
す
。
何
も

し
な
け
れ
ば
、
被
害
は
ず
っ

と
そ
の
ま
ま
で
す
。

阪
神
淡
路
大
震
災
で
、
私

の
友
人
の
一
人
は
自
宅
が
全

壊
し
ま
し
た
が
、
家
族
と
と

も
に
公
園
で
テ
ン
ト
生
活
を

し
な
が
ら
、
大
阪
の
職
場
に

通
い
ま
し
た
。
そ
の
後
も
懸

命
に
働
き
、
自
宅
を
再
建
し

て
、
今
も
日
々
の
暮
ら
し
を

積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

命
を
奪
わ
れ
な
く
と
も
、

失
っ
た
も
の
は
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
生
き

て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ど
う
す
れ
ば
絶
望
せ
ず
に
粘

り
強
く
苦
難
に
立
ち
向
か
え

る
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
訓

練
で
は
経
験
で
き
ま
せ
ん
。

８
年
前
の
東
日
本
大
震

災
で
は
、
被
災
者
で
あ
る
中

学
生
た
ち
が
、
同
じ
被
災
者

で
あ
る
お
年
寄
り
の
た
め

に
、
買
い
物
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
そ

の
様
子
は
ニ
ュ
ー
ス
で
も
紹

介
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
孤

立
し
や
す
い
お
年
寄
り
に

と
っ
て
は
、
若
者
が
声
を
か

け
て
く
れ
る
こ
と
で
希
望
を

持
て
る
の
で
す
。

被
災
時
に
、
自
分
自
身
も

し
っ
か
り
と
生
き
な
が
ら
、

誰
か
の
た
め
に
役
立
つ
こ
と

を
行
う
こ
と
は
、
か
な
り
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
す
。

近
年
は
日
本
各
地
で
様
々
な

災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

避
難
生
活
で
の
新
た
な
課
題

も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
す
ぐ
、
具
体
的
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
る

の
は
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
大
切
な
こ
と

は
日
ご
ろ
か
ら
し
っ
か
り
と

災
害
や
被
災
者
に
関
心
を
持

ち
、
現
状
を
知
ろ
う
と
努
力

し
な
が
ら
、
人
を
思
い
や
る

こ
と
、
語
り
継
い
で
い
く
こ

と
で
す
。
そ
し
て
、
常
日
ご

ろ
か
ら
、
災
害
時
に
自
分
に

何
が
で
き
る
か
、
何
を
す
べ

き
か
、
何
を
準
備
す
べ
き
か

を
、
人
権
の
視
点
で
考
え
て

お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

み
な
さ
ん
も
一
度
、
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

災
害
へ
の
備
え

第
31
回

暮
ら
し
に
便
利
な

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

■
各
種
証
明
書
が
必
要
な
時
に

　
市
役
所
が
閉
庁
し
て
い
る
土
日

や
夜
間
で
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
が
あ

れ
ば
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
次
の
証
明
書
の
発
行
が

可
能
で
す
。

■
取
得
で
き
る
証
明
書

　
住
民
票
の
写
し
（
本
人
ま
た
は

同
一
世
帯
の
人
）、印
鑑
登
録
証
明

書
（
本
人
の
み
）、
住
民
票
記
載
事

項
証
明
書
（
本
人
ま
た
は
同
一
世

帯
の
人
）、
市
・
府
民
税
所
得
（
課

税
）
証
明
書
（
本
人
の
み
）
の
交

付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
コ
ン
ビ
ニ
で
取
得
で
き
ま
す

　
全
国
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
ロ

ー
ソ
ン
、フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、ミ

ニ
ス
ト
ッ
プ
な
ど
、
キ
オ
ス
ク
端

末
（
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
）
が
あ
る

店
舗
で
利
用
で
き
ま
す
。

■
コ
ン
ビ
ニ
で
の
利
用
方
法

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
キ
オ

ス
ク
端
末
に
セ
ッ
ト
し
、
画
面
の

指
示
に
し
た
が
っ
て
操
作
し
て
く

だ
さ
い
（
暗
証
番
号
が
必
要
）。

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
や
通
知

カ
ー
ド
で
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

手
数
料　
１
通
３
０
０
円

利
用
時
間　
午
前
６
時
30
分
～
午

後
11
時
（
各
店
舗
の
営
業
時
間
内

の
み
▽
年
末
年
始
と
シ
ス
テ
ム
休

止
日
を
除
く
）

※
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
６
月

３
日
㈪
午
前
６
時
30
分
～
午
後
１

時
は
サ
ー
ビ
ス
を
停
止
し
ま
す
。

■
カ
ー
ド
の
交
付
は
市
役
所
で

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人

番
号
カ
ー
ド
）
は
原
則
、
本
人
の

受
け
取
り
が
必
要
で
す
。

■
日
曜
臨
時
窓
口
の
ご
利
用
を

　
市
か
ら
交
付
通
知
書（
ハ
ガ
キ
）

が
届
い
て
い
る
人
で
、
平
日
の
受

け
取
り
が
困
難
な
場
合
は
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

と
き　
６
月
23
日
㈰
午
前
９
時
～

正
午

※
必
要
書
類
な
ど
の
確
認
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
総
合
サ
イ
ト
」
を
検
索

し
て
く
だ
さ
い
▽
受
け
取
り
期
限

（
６
か
月
）が
過
ぎ
た
カ
ー
ド
も
引

き
続
き
保
管
し
て
い
ま
す
。

�
市
民
窓
口
課

もうすぐ夏です「クモ」と「ハチ」に注意しましょう

セアカゴケグモにご注意を
　毒を持つセアカゴケグモの生息が市内でも確認さ
れています。今後、気温の上昇にともない活動が活
発になりますのでご注意ください。
■特徴
▶オスは４～５㍉で全体に黒く、メスは体長約 1 ㌢
で背に赤色の縦筋模様があります　▶日当たりのよ
い暖かい場所、花壇まわりのブロックの穴や排水溝、
墓石の花立てのすき間などに生息しています
■注意点
▶排水溝など生息しそうな場所をこまめに掃除し、
巣を作らせないよう心がけましょう　▶作業時は軍
手などを着用しましょう　▶攻撃性はなく素手でさ
わらない限りかまれることはありません。発見した
ら市販の家庭用殺虫剤を噴霧すれば駆除できます。
�環境衛生課または富田林保健所（☎ 23-2681）

ハチの被害にあわないために
　ハチは作物の受粉や害虫の駆除などに役立つ、
農業に欠かせない益虫です。人が不注意やいたず
らなどで触らない限り、ハチから刺すことはあり
ません。あやまって巣に触れてしまうような低い
場所以外では、ほとんど危険性はありませんので、
できるだけそのままにしておきましょう。冬にな
れば巣は空になり、翌年に再利用されることはあ
りません。
■ハチに刺されないために
▶巣に不用意に近づかないようにしましょう　▶
まとわりついてきたら追い払わずに静かに逃げま
しょう　▶黒くて光るものを標的にするので黒っ
ぽい服は避けましょう。
※市ではハチの巣の駆除は行っていません。
�環境衛生課

シ
リ
ー
ズ
人
権
連
載

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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　晴天に恵まれた５月 12 日、毎年恒例の河内長野市民まつ
り・消防フェアが開催され、家族連れなど合わせて約１万
4000人が訪れました。ステージでは和太鼓やダンスのほか、
西代神楽が初お目見え。地域の伝統文化に多くの人が注目
していました。他にも、ひよことのふれあいや丸太切りなど
の体験、消防フェアでは、ロープ渡りやはしご車の乗車体
験など、子どもたちの笑顔があちこちで見られました。

自然と文化は自慢
みんなで楽しんだ市民まつり
第 27 回 河内長野市民まつり

愛情たっぷり至福のひととき
パパがチャレンジ！ベビーマッサージ　　　

Photo new
s kaw

achinagano

春の生きもの探し（写真撮影  島本靖治）

季節は巡る春から夏へ
長野公園で春の生きもの探し

　晴天の 4 月 28 日、長野公園・長野地区で、春の生
き物観察会が実施されました。この日は、市内外から
13 人が参加し、園内に生息する昆虫や野草などを観察。
チョウ類やテントウムシ類をはじめ、スミレ類やツマ
キチョウなど春にしか出会えない生き物のほか、夏に
かけて見られるサンショウクイやキビタキなども散見
できました。参加者の一人は「昆虫や植物はもちろん、
地層など知らないことがたくさんあって驚きの連続で
した」と話していました。

道の駅が連日超満員
道の駅くろまろの郷 GW マルシェ

　晴天が続く５月２日～６日、道の駅奥河内くろまろ
の郷で、道の駅オープン２周年を記念したイベント
が開催され、手作り雑貨など約 12 ショップが集結し
ました。主催者の太田さんは、「北摂や神戸から来る
人も多く、のんびりとした時間を過ごしているようで
す」と大盛況を喜んでいました。また、JA 大阪南あ
すかてくるで河内長野店でも、野菜や果物の特売や
お菓子の掴み取りイベントなどが開催され、新鮮な
農産物を買い求める多くの人で賑わっていました。

　4 月 14 日、あいっくで「パパがチャレンジ！ベビー
マッサージ」が開催され、７組の家族が参加しました。
ボランティア講師、中原由賀里さんの指導の下、首が
座って間もない 1 歳までの赤ちゃんと新米パパがスキ
ンシップ。リラックスしたママとは対照的に、はじめ
は緊張ぎみのパパでしたが、我が子を撫でる手つきも
徐々に慣れ、最後は満面の笑顔が見られました。子ども・
子育て総合センターあいっくでは、様々な子育て支援
の催しを行っています。

まちの話題をお届けします




